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心理学研究室報
平成２３年度 専修大学人間科学部心理学科
大学院文学研究科心理学専攻
本年度，心理学科全専任教員ならびに東京大学の長谷川寿
一教授を迎えた研究員で構成される心理科学研究センター
（研究代表者：長田洋和教授）を創設し，センターとして文
部科学省平成２３年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業研
究拠点を形成する研究「融合的心理科学の創成：心の連続性
を探る」が採択されました。本年度から５カ年の期限の中
で，国内外の研究成果発表を活発に行う予定です。今年度
は，１１月２７日に石金准教授が中心となり，公開シンポジウム
「心と身体と環境をつなぐ科学」を神田校舎７３１教室で開催
し，２月２５日にも，岡田講師企画の公開講座を開催すること
となりました。
山上教授が，来年度本学生田校舎で開催される日本心理学
会第７６回大会の準備委員長となり，石金准教授を事務局長と
した大会準備委員会が発足しました。心理学科専任教員なら
びに実習助手は，大会準備委員として，企画・運営に携わっ
ています。
平成２３年度 専修大学人間科学部心理学科，大学院文学研究
科心理学専攻
心理学科長：下斗米淳 教授
心理教育相談室長：藤岡新治 教授
心理科学研究センター研究代表者：長田洋和 教授
Ⅰ．専修大学心理科学研究センターの設立
２０１１年（平成２３年）から５年間，文部科学省私立大学戦略
的研究基盤形成事業研究拠点を形成する研究として「融合的
心理科学の創成：心の連続性を探る（Frontier of Integrated
Psychological Science : Exploring Mind Continuity）」という
研究プロジェクトが採択されました。また，同研究プロジェ
クトを推進する研究機関として，心理科学研究センター
（Center for Psychological Science）が設立されました。
Ⅱ．専修大学心理学研究室紹介
１４名の専任教員で構成されています。今年度は，村松教授
が国内研究員でした。以下に，各研究室および諸活動を紹介
します（姓のアルファベット順）。
藤岡研究室（心理査定学）
藤岡研究室では，心理査定学としては，ロールシャッハ・
テストを中心に研究を進め，心理療法としては，認知療法の
立場で研究を進めています。最近，発達障害とほかの精神疾
患との鑑別の困難さが問題とされ，また認知行動療法におい
ては詳細な心理査定が求められるようになり，心理査定の重
要性が再認識されてきたと言えましょう。学部の３・４年生
を対象とした「心理学研究法 I．II」において，心理査定に
欠かすことのできないロールシャッハ・テストの研究を主と
して行い，３年生では，ロールシャッハ・テストの施行法・
スコアリング・解釈法までを学びます。４年生では，卒業論
文に向けて，テーマに沿ってロールシャッハ・テストのデー
タの収集，分析，さらに文献研究を行っています。また，大
学院生を対象とした「臨床心理学特講 I」「臨床心理実習」
「臨床心理学特殊研究 I」においては，認知療法に関する講
義，実習ケースに対して認知療法の立場からのコメントなど
を行っています。
諸活動
藤岡新治（２０１０）．子どものこころ１１０番「不登校の理由は
様々！」神奈川新聞教育欄掲載．
平成２３年度科学研究費補助金を受け，「データベースを用い
たロールシャッハ解釈支援システムの構築」（基盤研究
（C）：研究分担者）のテーマにより，データの収集を行っ
ています。
乾研究室（臨床心理学）
研究室では，人間の無意識過程を主たる研究課題としてい
ます。学部研究法では「投映描画法」を，大学院修士課程で
は「心理療法の治療機序」を検討しています。博士課程の院
生が修了してから大学院は修士課程に４名で少々寂しくなり
ましたが，各自の修士論文および心理療法の治療機序の研鑽
に打ち込んでいます。一方学部生は１２名ですが，４年生を中
心としてオープンキャンパスに向けて研究室の紹介など積極
的に活動し，卒論研究に意欲的に取り組んでいます。乾は，
一昨年の日本精神分析学会の学会賞に引き続いて，日本心理
臨床学会の学会賞を頂き，本年９月には学会賞記念講演を福
岡での第３０回大会で行いました。
諸活動
乾吉佑（２０１１）．親子面接の支援計画と実践的アプローチ
臨床心理学，１０，８１１―８１４．
乾吉佑（２０１１）．臨床心理士専門職の確立に努めた学会の歩
み 日本心理臨床学会３０周年記念誌 p．２６．日本心理臨
床学会．
乾吉佑・古田雅明・森本麻穂・下平憲子・加藤佑昌・井上美
鈴（２０１１）．ヒヤリハット体験から学ぶ心理臨床―専門職
大学院の大学院生の体験から 専修大学人間科学論集心理
学篇，１，３１―４６．
乾吉佑（２０１０）．子どものこころ１１０番 神奈川新聞朝刊 ８
面掲載．
乾吉佑，田中健夫（２０１１）．学会ワークショップ「実践と研
究」第２９回日本学生相談学会大会（立教大学）．
乾吉佑（２０１１）．思春期・青年期の病理と治療 東北精神分
析セミナー 日本精神分析学会東北地区（仙台市）
乾吉佑（２０１１）．事例研修会 府中市教育相談センター研
修．
乾吉佑（２０１１）．事例研修会 江戸川区教育相談所研修．
乾吉佑（２０１１）．日本心理臨床学会 学会賞記念講演「Fさ
ん（自閉症）との４０年間の精神分析的心理療法から学んだ
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もの」 第３０回日本心理臨床学会 福岡国際会議場．
乾吉佑（２０１１）．働く人と組織のための心の支援―メンタル
ヘルス・カウンセリングの実践から 遠見書房．
乾吉佑（２０１１）．加藤・神庭・中谷・武田・鹿島・狩野・市
川編集：現在精神医学事典 弘文堂．
乾吉佑（２０１１）．学会シンポ 精神分析と箱庭。日本箱庭療
法学会第２５回シンポジウム 東京国際フォーラム．
石金研究室（生理心理学・脳科学）
私たちの研究室では心の器官である脳における情報処理を
研究しています。平成２３年度の人員構成は，教員１名，学部
生５名でした。本研究室では情報処理中の人間の脳活動を測
定する研究と動物を使用して視覚の神経基盤を調べる研究を
行っています。脳活動を測定する研究では，人間が何かに注
意を向けた時に活動する脳の領域とその特性を調べていま
す。また，視覚の神経基盤を調べる研究では，比較的単純な
視覚誘発性行動と神経活動との関連から，視知覚成立の基礎
となる神経基盤を解明することを目指しています。
諸活動
石金 浩史（２０１１）．マルチニューロン記録と行動実験によ
る小型脊椎動物における視覚系の研究 私大戦略的研究基
盤形成支援事業「網膜回路」総研プロジェクトセミナー招
待講演（立命館大学 BKC，草津）．
石金 浩史・榎本 ゆかり（２０１１）．視運動反応における運
動残効と神経活動 視覚科学フォーラム第１５回研究会（大
阪大学，豊中）．
Ishikane, I. (2011). The motion after−effect in the optomotor
response of zebrafish. Vision Science Society 11 th An-
nual Meeting (Naples, Florida, USA).
Harasawa, M. & Ishikane, I. (2011) . Continuously moving
RSVP task revealed neuronal activities related to position
of spatial attention : an fNIRS study. Vision Science Soci-
ety 11 th Annual Meeting (Naples, Florida, USA).
日本心理学会 代議員
日本基礎心理学会 幹事
村松研究室（非行・犯罪心理学）
研究室では主に，非行・犯罪心理学，非行臨床における家
族療法からのアプローチを研究しております。平成２３年度は
国内研究員として「非行臨床における試験観察の活用」を
テーマに研究しております。家庭裁判所調査官の書かれた論
文を中心に渉猟し，今後の試験観察のあり方を模索中であり
ます。非行臨床に関する研究成果は，矯正研修所（法務
省），裁判所職員総合研修所（最高裁），関東管区警察学校，
児童相談所（千葉・横浜）などにおいて研修，スーパービジ
ョンという形式で発表しております。
諸活動
村松励（２０１１）．家庭裁判所における非行臨床の歴史を振り
返って 犯罪心理学研究５０周年記念特別号，５６―７１．
村松励（２０１１）．少年非行，触法行為．小児内科，４３（５），９００
―９０３．
村松励（２０１１）．最近の非行少年 月刊 BAN，７月号．
村松励（２０１１）．少年法 日本心理臨床学会編「心理臨床学
事典」丸善出版．
日本犯罪心理学会常任理事・常任編集委員
中沢研究室（知覚心理学）
この研究室では，外界からの感覚・知覚的情報を心がどの
ように処理しているかについて，またその結果として生じる
知覚像がどのような性質をもっているのかについてを調べる
研究を行っています。これまでの学生さんによる研究は，
「文字の読みやすさの要因」「フォントによる語の印象への影
響」「言語の情動価と記憶」「偶発学習と記憶」「motion in-
duced blindness（運動する刺激によって周辺視野の静止刺
激が知覚されなくなる現象）」「視覚情報による嗅覚情報への
干渉」「音楽の印象をつくる要因」などのテーマでなされて
おり，多岐にわたっています。
平成２２年度のメンバーは，４年生２名と３年生４名。奇し
くも４年生の卒論の研究テーマは２人とも音楽に関わるもの
となりました。３年生の研究は，両眼立体視，音楽，香り，
服装といった多岐に及ぶ題材を取り上げてその知覚認知を調
べようとするもので，その成果が期待されます。
諸活動
Takai, Nakazawa, Kato, Kamatani, & Kitazaki (2011). Neural
decoding of 5 leaning directions in motor imagery from
event−related potentials. 17 th Annual Meeting of the Or-
ganization for Human Brain Mapping.
岡田研究室（心理統計学）
私たちの研究室では，心理統計学の研究を行っています。
心理学の各領域の研究では，様々なデータを扱います。たし
かな知見を得るためには，データに基づいて議論をすること
が不可欠だからです。そのデータをどのように「料理」し
て，価値や意味のある「おいしい」情報をとり出すことをで
きるのか，という問題を扱うのが心理統計学です。
今年度から心理学研究法の講義の担当をすることになり，
現在３年生３名が在籍しています。夏季休暇中には，東京工
業大学の心理統計学研究室と合同で合宿を行い，研究計画な
どを多くの参加者の前で発表しました。来年度は現在の３年
生が４年生になり，新３年生が入ってさらに構成員が増える
予定です。統計学をよって立つ柱とし，心理学をフィールド
として，実践的な研究に取り組んでいきたいと思います。
諸活動
Kato, J. & Okada, K. (2011). Simplification and shift in cogni-
tion of political difference : Applying the geometric model-
ing to the analysis of semantic similarity judgment. PLoS
One, 6, e 20693.
岡田謙介（２０１１）．クロンバックのに代わる信頼性の推定
法について 日本テスト学会誌，７，３７―５０．
Okada, K. & Maekawa, S. (2011). Bayesian nonmetric succes-
sive categories multidimensional scaling. Behaviormet-
rika, 38, 17―31.
64
Okada, K. & Shigemasu, K. (2010) . Bayesian multidimen-
sional scaling for the estimation of a Minkowski exponent.
Behavior Research Methods, 42, 899―905.
岡田謙介（２０１１）．クロンバックの係数とは何だったの
か：信頼性係数のレビューと実データ分析 専修人間科学
論集心理学篇，１，９１―９８．
岡田謙介・繁桝算男（２０１１）．小標本における選抜効果を補
正する相関係数の推定について 独立行政法人大学入試セ
ンター 入学者選抜研究機構報告書，４，６７―８４．
岡田謙介（２０１１）．ベイズ推定による非対称 MDS 日本行動
計量学会第３９回大会（岡山理科大学）．
岡田謙介（２０１１）．因子数が明らかでない場合の信頼性のベ
イズ推定 日本テスト学会第９回大会（岡山大学）．
岡田謙介（２０１１）．因子分析モデルの averagingによる信頼
性推定．２０１１年度統計関連学会連合大会（九州大学）．
岡田謙介（２０１１）．発達・老化の縦断データ解析のための混
合軌跡モデリング．於 日本心理学会ワークショップ 発
達・老化のダイナミックスと個人差を捉える新しい縦断
データ分析法 ―潜在クラス軌跡分析を中心に―．日本心
理学会第７５回大会（日本大学）．
Okada, K. (2011). A Bayesian approach to asymmetric multi-
dimensional scaling. 58th World Statistics Congress of the
International Statistical Institute (Dublin, Ireland).
岡田謙介（２０１１）．小標本における分散分析の各種効果量に
ついて．日本教育心理学会第５３回総会（北海道札幌市）．
Okada, K. (2011). An empirical comparison of methods for
estimating reliability. The 76th annual and the 17th Interna-
tional Meeting of the Psychometric Society. (Hong Kong).
岡田謙介（２０１１）．信頼性係数の比較と評価．日本計算機統
計学会第２５回大会（北海道函館市）．
独立行政法人大学入試センター 入学者選抜研究機構 客員
研究員
内閣府「平成２２年度景気動向指数の改善に関する調査研究」
研究会外部協力委員
統計関連学会連合大会 運営委員
岡村研究室（リハビリテーション心理学）
対象は，小児から成人までリハビリテーションの対象とな
る障害を抱える人々。様々な障害に対して心理的な構造を明
らかにして，どんなアプローチができるのかについて研究し
ています。臨床において神経心理学的な観点から可能な認知
リハビリテーションを探ります。研究課題としては，高次脳
機能障害者のアウェアネス障害とストレス，遂行機能障害者
のグループ訓練の有効性の検討，社会的行動障害の評価方法
の検討など。
２０１１年６月より，専修大学心理教育相談室において，高次
脳機能障害者の心理相談および認知訓練教室を開始。
諸活動
岡村陽子（２０１１）．ボスニア・ヘルツェゴヴィナ紛争がメン
タルヘルスに与えた影響 専修大学人文科学研究所月報，
２５２，５―１８．
岡村陽子（２０１１）．高次脳機能障害者の SSTにおけるビデオ
視聴効果―効果の検証方法に関する予備的検討 専修人間
科学論集，１，５３―６０．
荏原実千代，岡村陽子，大塚恵美子，赤石正美（２０１０）．外
傷性脳損傷児の遂行機能障害評価の試み BRIEF日本版
の活用 日本高次脳機能障害学会第３４回学術総会．
こころと脳の臨床研究会 第２回：知能検査（WAIS−III），
第４回：記憶検査（WMS−R），第６回：記憶検査（リバー
ミードほか）担当講師．
岡村陽子（２０１１）高次脳機能障害者の社会的行動障害 茨城
県高次脳機能障害者支援従事者研修会 講演．
リハビリテーション心理職会 運営委員．
大久保研究室（認知心理学）
私たちの研究室では，心の情報処理を研究しています。平
成２３年度の人員構成は，教員１名，大学院生３名（博士課程
２名，修士課程１名），学部生１１名でした。今年度も大学院
生は積極的に研究に励み，国際学会で成果を発表するなど意
欲的に取り組みました。学部生は，自分自身の卒業論文の完
成に向けて，研究に勤しみました。最近は，研究室全体とし
て，注意と感情が主要な研究テーマとなっています。意識し
て教員が方向付けをしているわけではありませんが，教員の
論文題目，大学院生の学会発表の題目，修士論文や卒業論文
の題目，そして，学部ゼミ全員で行う協同実験のテーマも，
なぜか似た傾向になっています。不思議です。なお，充実し
ていたのは研究・学業だけではありません。今年も，ゼミ合
宿では温泉につかり，牧場に行って動物と戯れ，バーベキ
ューを認知研究室一同で（そして，もちろんたくさんの OB
とともに）楽しみました。そうそう，みんなで屋形船を貸し
切り，東京湾で揚げたての天ぷらを食べ，しこたまお酒を飲
んだのも今年の良い思い出です。おいしかった。
諸活動
Okubo, M. (2010). Bizarre impressions enhance orienting to
eye gaze. Poster presented at the 51 st annual meeting of
Psychonomic Society, Millennium Hotel St. Louis.
Kobayashi, A. & Okubo, M. (2010). Selective decrements in
spatial working memory under pressure. Poster presented
at the 51 st annual meeting of Psychonomic Society, Mil-
lennium Hotel St. Louis.
Okubo, M. (2010). Reduced perceptual asymmetries in de-
pressed females, Cognitive Therapy and Research, 34,
571―575.
小林晃洋・大久保街亜（２０１０）．表情の文脈が注意に与える
影響 日本基礎心理学会第２９回大会 関西学院大学．
大久保街亜（２０１１）．実験心理学をやってきた 井上孝代・
山崎晃・藤崎眞知代（編）心理支援論 風間書房 pp．
２９４―２９５．
Laeng, B., Okubo, M., Saneyoshi, A., & Michimata, C. (2011).
Processing spatial relations with different apertures of at-
tention, Cognitive Science , 35, 279―329.
大久保街亜（２０１１）．反応時間分析における外れ値の処理
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専修人間科学論集：心理学篇，１，８１―９０．
Ishii, Y., Okubo, M., Nicholls, M. E. R., & Imai, H. (2011). Lat-
eral biases and reading direction : A dissociation between
aesthetic preference and line bisection. Brain and Cogni-
tion, 5, 242―247.
大久保街亜（２０１１）．左バイアス：右半球 vs．読みの習慣
日本心理学会第７５回大会ワークショップ０９９「文化比較で
知りたいこと・わかること：認知心理学研究における比較
文化アプローチの役割」日本大学．
大久保街亜（２０１１）．映画とラジオと座席選択：脳から行動
の左右差を探る 日本心理学会第７５回大会ワークショップ
１１３「メディア理解のための基礎心理学」日本大学．
小林晃洋・大久保街亜（２０１１）．社会的プレッシャーがワー
キングメモリに及ぼす影響の個人差，日本心理学会第７５回
大会 日本大学．
石川健太・大久保街亜（２０１１）．社会不安傾向者の脅威刺激
に対する選択的注意とその時間特性 日本心理学会第７５回
大会 日本大学．
長田研究室（障害児心理学，発達精神病理学）
教員１名，院生５名で構成されています。ゼミ生は，それ
ぞれ独自のテーマで研究を進め，臨床実習を行うほか，学会
への参加（ポスター発表，ワークショップ参加など）を活発
に行っています。
本研究室のチーフの研究課題は，自閉症スペクトル障害の
早期介入尺度および療育法の開発のほか，児童期思春期の問
題行動の評価および予防の開発です。研究のほか，自閉症ス
ペクトル障害をはじめとする発達障害の乳幼児期の療育の実
践と，親のコンサルテーション，教育現場の教師への発達障
害への対応に関するコンサルテーションを定期的に行ってい
ます。
諸活動
長田洋和（印刷中）．原仁・上野一彦・長田洋和・笹森洋
樹・高橋あつ子（編）発達障害辞典 合同出版．
Osada, H., Okamura, Y., & Muramatsu, T. (2011). A review
study of juvenile antisocial behaviors related to intellectual
and developmental disabilities ( including forensic and/or
criminal issues). 専修大学人文科学年報，４１，６１―７１．
長田洋和・正治幸恵（２０１１）．高機能自閉症および定型発達
児の鑑別尺度としての遊びの質問票（Japanese version of
Children’s Playfulness Scale : JCPS）の有用性に関する予
備的研究 専修人間科学論集心理学篇，１，４７―５１．
長田洋和（２０１０）．子どものこころ１１０番「発達障がいの診
断」神奈川新聞教育欄掲載．
村田航・津川律子・長田洋和（２０１０）．青年期における内的
作業モデルから観たふれあい恐怖心性の検討 第２６回日本
精神衛生学会大会（福島大学）．
長田洋和（２０１０）．座長 一般演題２ 子どもの発達と支援
第２０回日本乳幼児医学・心理学会（名古屋大学）．
平成２３年度科学研究費助成事業（学術研究助成金（挑戦的萌
芽研究）「一般人口および発達障害児における日本版 CU
特性スクリーニング尺度の開発」）研究代表者．
江戸川区教育委員会 特別支援教育専門家チーム（心理
学）．
日本乳幼児医学・心理学会 評議員，編集委員
日本発達障害学会 評議員
第３回アジア・太平洋発達障害会議 準備委員
澤研究室（学習心理学）
私たちの研究室では，主にヒトや動物が経験によって行動
を変えていく学習という現象について研究しています。平成
２３年度は，教員１名，大学院生７名（博士課程２名，修士課
程５名），学部生５名という構成でした。昨年度までの研究
を踏まえて，今年度もラットを用いた回顧的再評価や刺激間
競合といった学習理論研究，恐怖反応の再発と抑うつの関連
といった臨床的応用に関わる研究を行うとともに，ウマを用
いた強化刺激の研究のような比較認知科学的研究，ニコチン
やパーキンソン病治療薬と衝動性の関連といった行動薬理学
的研究を進めています。これらの成果は，Psychonomic Soci-
etyなどの国際学会や，日本基礎心理学会などの国内学会に
おいて報告されています。
諸活動
澤幸祐（２０１１）．古典的条件づけ 心理学研究法 誠信書
房．
澤幸祐・栗原彬・永石高敏・沼田恵太郎（２０１１）．学習と認
知：随伴性判断を中心に 心理学研究法 誠信書房．
室田尚哉・宮田久嗣・澤幸祐（２０１１）．ラットがレバーを押
し続ける行動にニコチンが及ぼす影響と衝動性について
専修人間科学論集心理学篇，1，７１―７９．
Sawa, K., Murota, N. & Miyata, H. (2011). The effect of nico-
tine on rats’ impulsive and timing behavior. The 52 nd An-
nual Meeting of Psychonomic Society, Seattle.
Sawa, K. (2011). Associative basis of causal reasoning in ani-
mals and humans. Seventh Biennial Meeting of the Cogni-
tive Development Society, Philadelpia.
室田尚哉・板坂典郎・宮田久嗣・北角和浩・澤幸祐・中山和
彦（２０１１）．ドパミンアゴニストによる衝動制御障害の神
経学的機序に関する基礎的研究 第２１回日本臨床精神神経
薬理学会・第４１回日本神経精神薬理学会合同年会 京王プ
ラザホテル．
室田尚哉・吉田拓真・板坂典郎・宮田久嗣・澤幸祐・中山和
彦（２０１１）．ラットの衝動的行動におよぼすニコチンの効
果 平成２３年度アルコール・薬物依存関連学会合同学術総
会 愛知県産業労働センター．
Kurihara, A. & Sawa, K. (2011). The effect of stimulus sali-
ence on retrospective revaluation in taste aversion para-
digm. The 18 th International Conference on Comparative
Cognition, Melbourne.
栗原彬・澤 幸祐（２０１０）．回顧的再評価と媒介条件づけ：
味覚嫌悪学習事態を用いた検討 日本基礎心理学会第２９回
大会 関西学院大学．
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下斗米研究室（社会心理学）
下斗米研では，人の社会的環境への適応過程を研究してい
ます。平成２３年度の室員構成は，教員１名，大学院生２名
（博士１名，修士１名），学部生１２名（４年６名，３年５名）
でした。研究室には，（１）理性的で快適な人間関係や集団
の形成条件を見いだすこと，（２）対人関係や集団成員の苦
悩防止と自己発達・成長方策の探索，（３）差別や排斥，葛
藤や紛争なく，集団や個人らしさを大切にした協調的社会を
構築するための必要条件を見いだすこと，という３つのテー
マが伝統的に扱われています。研究室メンバーは，いずれか
のテーマに即した問題意識のもとで，しかし特に今年度は，
既存の枠組みにとらわれず発想豊かに独自のテーマを策定し
て，積極的に研究活動を展開しました。大学院生や４年生は
もちろん，３年生もすでに卒業研究のためのデータを収集
し，学究生活を送っています。
諸活動
著作
Joel, S., MacDonald, G., & Shimotomai, A. (2011). Conflict
pressures on romantic relationship commitment for anx-
iously attached individuals. Journal of Personality , 79(1),
51―74.
小澤拓大・下斗米淳（２０１１）．他者のための自己犠牲の効果
とその規定因の検討 日本社会心理学会第５２回大会発表論
文集，p．２３５．
小澤拓大・瀧澤純・山下利之・下斗米淳（２０１１）．他者の心
の推測における固有情報使用の抑制要因の検討 日本心理
学会第７５回大会発表論文集，p．９３．
角尾美奈・飛田操・下斗米淳・風間文明（２０１０）．世間に対
する自己機能（３）：自他の整合・不整合事態における世
間伝播機能の検討 日本社会心理学会第５２回大会発表論文
集，p．１３９．
風間文明・下斗米淳・飛田操・角尾美奈（２０１１）．世間に対
する自己機能（４）：世間への適応反応の検討 日本社会
心理学会第５２回大会発表論文集，p．１４０．
山岡重行・清水裕・下斗米淳（２０１１）．自己制御規範と世間
イメージ 日本社会心理学会第５２回大会発表論文集，
p．２０８．
山岡重行・清水裕・下斗米淳（２０１１）．自己制御規範顕現性
の個人差と世間を意識する状況 日本感情心理学会第１９回
大会・日本パーソナリティ心理学会第２０回大会発表論文
集，p．３４．
学会活動
日本心理学会編集委員，日本社会心理学会理事，日本社会心
理学会副編集委員長，日本教育心理学会研究委員
社会活動
日本労働衛生総合研究所研究倫理委員，日本学術振興会専門
委員，最高裁判所委員
TV取材３件，雑誌監修１件
高田研究室（深層心理学）
人間の心的過程には，意識できない，より深い無意識過程
が存在します。深層心理学は，日常の精神生活やそれだけで
なく精神病理も，無意識の働きとの関連において理解し，説
明する，すべての心理学，精神医学の立場を言う。学部の研
究法では，イメージ（絵画・夢）や物語，または芸術家の作
品などを素材に，人間の深層心理やこころの発達などについ
て考えていきます。その中から卒業論文のテーマにとなりそ
うなものを決め，検討を重ねます。具体的には，夢について
の調査や，描画を使った調査や質問紙，また病跡学といっ
て，著名な作家や芸術家の表現についての研究などです。
ゼミは，教員１名，院生５名，学部生１０名で構成されてい
ます。大学院では，研究テーマは各人の興味のあるもので
様々ですが，統計的手法も駆使して，より心理学的な論文に
仕上げています。ゼミ合宿は，昨年は，長野県茅野市で，ゼ
ミ合宿を行いました。空気と水のきれいなところで，発表を
行ったほか，温泉に入り，バーべ Qを，花火をして懇親を
深めました。２学年合同で，大学院生の参加もあり，縦のつ
ながりを持てたところが良かったと思います。
諸活動
高田夏子（２０１１）．被援助志向性を育てるもの 児童心理２０１１
年１１月号 特集 SOSを出せない子．
山上研究室（発達心理学，比較発達・認知）
山上研では，平成２２年度卒業生の２名（山上望さん，高田
詩織さん）が卒業研究をベースにした研究を日本心理学会第
７５回大会（日本大学）で学会発表しました。卒業論文は提出
予定者９名の内，７名が提出しました。２０１１年３月１日に
は，山上研の卒業論文を中心にした総ページ数１０６ページの
「専修大学山上研究室年報 Annals of Yamagami Laboratory」
（ISSN 2185−9337）を刊行し研究室の卒業生，在学生全員に
配布しました。卒業生には良い記念になったと思われます。
また今年度も昨年に引き続き夏合宿での研究発表を Ustream
で中継生放送しました。各人の１５分間の発表風景は，後輩な
どの参考になるように同サイトで保存してあります。
諸活動
榎本玲子・山上精次（２０１０）．道具使用による手周辺におけ
る空間知覚の変容に関する研究 日本基礎心理学会第２９回
大会発表 I―３４５．
山上精次（２０１１）．山上研「研究室年報」創刊によせて An-
nals of Yamagami Laboratory, 1 (1), 1―3.
山上望・榎本玲子・山上精次（２０１１）．悪意と攻撃行動―反
応時間を手がかりとした実験的検討の試み 日本心理学会
第７５回大会発表論文集，p．６７０．
高田詩織・榎本玲子・山上精次（２０１１）．図式顔における怒
り優位効果についての検討―顔構成パーツのカウント課題
を用いて 日本心理学会第７５回大会発表論文集，p．７０９．
社会的活動
学校法人専修大学 評議員
社団法人日本心理学会 代議員
日本基礎心理学会 常務理事・編集委員長
独立行政法人大学評価・学位授与機構 文学・神学専門委員
会心理学部会委員
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吉田研究室（発達臨床心理学）
ゼミ生は，学部生８人，大学院生４人です。学部生の３年
生が例年になく少なくて，２人しか入ってきませんでした
が，その２人はとてもやる気があり，すでに予備調査を行っ
ています。４年生の卒論のテーマのキーワードを揚げると，
親の養育態度，抑うつ，完全主義，対人不安，ストレスコー
ピング，ブランド志向，自尊感情，対人関係，ペット依存，
対人不安，きょうだいの性格の相補性，随伴的自尊感情と，
いつもながらに多様です。皆で助け合いながら研究を楽しく
続けました。大学院生の２年生の修論のテーマのキーワード
は，学生相談の抑制要因，子育てにおける統制の所在，で
す。いずれも相談活動や子育て支援に役立ちそうなテーマで
す。吉田はというと，厚生労働科学研究費補助金，成育疾患
克服等次世代育成基盤研究事業，「乳児家庭全戸訪問事業
（こんにちは赤ちゃん事業）」における訪問拒否等対応困難事
例への支援体制に関する研究，に２２年度から２４年度までの予
定で参加しています。心理面からの支援事業としても重要で
すので，専門領域からの意見を発信していきたいと考えてお
ります。
諸活動
吉田弘道（２０１１）．地域の専門家とは．一般社団法人日本保
育学会・保育臨床相談システム検討委員会編，地域におけ
る保育臨床相談のあり方：協働的な保育支援をめざし
て．８６―９２，ミネルヴァ書房
吉田弘道（２０１１）．子どもの心理療法－遊戯療法．日本心理
臨床学会編．心理療法学辞典．２９６―２９７，丸善出版
吉田弘道（２０１１）．幼児性欲．加藤 敏，神庭重信，中谷陽
二，武田雅俊，鹿島晴雄，狩野力八郎，市川宏伸編著．現
代精神医学事典．１０３９―１３４９，弘文堂
吉田弘道（２０１０）．子育てと燃え尽き症候群．子育て支援と
心理臨床．２巻，１０６―１０９
吉田弘道（２０１１）．子育て支援者の教育と研究－現状と課
題．子育て支援と心理臨床．３巻，５６―６１
吉田弘道（２０１１）．親のメンタルヘルス：愛着形成への援
助．子育て支援と心理臨床．３巻，１０４―１０７
益邑千草・中村敬・吉田弘道・三橋美和・堤ちはる・堀井節
子・齊藤幸子・高野陽（２０１１）．「乳児家庭全戸訪問事業」
の実施状況に関する全国調査の概要 厚生労働科学研究費
補助金 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業 「乳児
家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）」における
訪問拒否等対応困難事例への支援体制に関する研究 平成
２２年度総括・分担研究報告書，１９―２０８．
吉田弘道（２０１１）．家庭訪問時に確認する内容を中心に―親
と子の心理面への援助の観点から 厚生労働科学研究費補
助金 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業 「乳児家
庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）」における訪
問拒否等対応困難事例への支援体制に関する研究 平成２２
年度総括・分担研究報告書，２３２―２４３．
吉田弘道（２０１１）．遊戯療法の基礎と実践 第１０５回日本小児
精神神経学会 第９回研修セミナー，６．１８，新潟
益邑千草・中村敬・吉田弘道．三橋美和．堤ちはる・高野
陽・堀井節子・齋藤幸子（２０１１）．乳児家庭全戸訪問事業
（こんにちは赤ちゃん事業）における訪問拒否等対応困難
事例への支援体制に関する研究：全国調査の概要 第５８回
日本小児保健協会学術大会，９，２，名古屋．
吉田弘道（２０１１）．乳児期における感覚・運動遊びの重要
性：共感的対人関係の形成のために．シンポジウム，遊ぶ
ことと育むこと～遊ぶことを忘れた大人と子どもの関係
日本遊戯療法学会第１７回大会，１０．２３，仙台．
吉田弘道（２０１１）．基調講演 大学院における臨床心理実習
の実際 日本心理臨床学会研修セミナー，１．，２２，愛知県
産業労働センター．
日本臨床心理士会 第９回子育て支援研修会 実行委員
長，２０１０．１２．５，富山．
日本臨床心理士会 第４回保育心理臨床研修会 実行委員
長，２０１１．７．１７，前橋．
日本臨床心理士会 第１０回子育て支援研修会 実行委員
長，２０１１．１０．１６，横浜．
Ⅲ．日本心理学会第７６回大会準備委員会の発足
山上教授を準備委員長とした，日本心理学会第７６回大会準
備委員会が発足しました。委員は，実習助手を含む心理学科
全専任教員であり，副委員長に，乾教授および下斗米教授，
事務局長に石金准教授の三役で構成されています。大会会期
は，平成２４年９月１１日（火），１２日（水），１３日（木）で，生
田校舎で開催されます。各教員の大会準備委員会担当（２０１１
年６月３０日付け）は以下の通りです（敬称略）。
委員長（および大会長）：山上精次
副委員長：乾吉佑，下斗米淳
事務局長：石金浩史 （以上三役）
財務 委員長：中沢仁
副委員長：岡田謙介
会場・人事（アルバイト管理） 委員長：澤幸祐
副委員長：藤岡新治
懇親会・特別招待講演 委員長：大久保街亜
副委員長：下斗米淳
副委員長：乾吉佑
学内渉外 委員長：山上精次
副委員長：石金浩史
プログラム（全教員担当） 基礎系チーフ：岡田謙介
臨床系チーフ：岡村陽子
記録（開催当日） 委員長：岡田謙介
副委員長：村松励
クレーム処理 委員長：石金浩史
副委員長：山上精次
受付（開催当日） 委員長：藤岡新治
副委員長：高田夏子
クローク（開催当日） 委員長：岡村陽子
協賛・展示 委員長：乾吉佑
副委員長：長田洋和
プログラム表紙等デザイン 委員長：高田夏子
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副委員長：吉田弘道
Ⅳ．本年度開催行事
４月２３日～２４日 第５回 心理学科フレッシュマンキャンプ
於 伊勢原セミナーハウス
東日本大震災の影響で，開催が危ぶまれましたが，今年度
も，フレッシュマンキャンプを開催することができました。
目的は，入学したばかりの１年次生が心理学科にて有意義な
４年間を過ごせるように，２年次以上の学生，さらに心理学
科の全教員とも直接話しができる機会を作ろうというもので
す。昨年度に引き続き，２年次以上の学生が有志で企画・運
営を行い，有意義な１泊２日となったことだと思われます。
今後もこのイベントは継続していきます。
Ⅴ．卒業論文題目
平成２３年１２月１５日に，５３名が卒業論文を提出しました。以
下に学生氏名と，論文題目を示します。
北山かほり 音楽の好みと聴取習慣が知的課題に与える影響
細川峻一 性差による攻撃行動の差異の分析
小泉拓深 空間的に学習された文脈の時系列課題への転移
藤原和茂 コラージュに何故白色台紙が使われるか
福島大輔 仮想環境を利用した道順獲得弁別手がかりの効果
大平哲也 Mate Selectionにおける期待形成理由及び期待形
成過程に関する研究－特性の所有・非所有と恋人・結婚相
手間の比較－
宮本ゆり 親の養育態度が青年期において対人不安および対
人ストレスコーピングに及ぼす影響
天下井和摩 バウムテストの再検討研究－特殊な描画に関し
て－
畑和希 裁判員制度の心理学的問題点－権威主義的パーソナ
リティと被害者遺族の意見－
進士拓人 情景の構造情報の近似によるストループ型干渉
和泉佑佳 もやもや感の生起場面における心理的影響とその
対処について
古内さや子 子どものレジリエンスと母親の養育態度の関連
－日常的な対人葛藤場面の視点から－
松並茉澄 ゼブラフィッシュ視運動反応を指標とした運動残
効の順応刺激依存性
伊藤麻裕子 自分の力では解決できない状況におけるストレ
スコーピングスキルの構成とその効果について
岩楯奈央子 動物映像の視聴による生理的変化及び気分変化
の検討
山下洵 先行知識による音楽の聞こえ方の違いについて
池間愛梨 バラバラ殺人事件のプロファイリング手法
齊藤祐太郎 連続殺人事件における被害者・犯人属性の推定
研究
宮崎徹 ペットへの依存度と対人恐怖心性の相関の検討
塚田千賀子 幼少期の親の養育態度とそれに対する満足感が
青年期の抑うつ傾向及び完全主義傾向に及ぼす影響
鳴海真希 怒りの制御を規定する心理特性の探索：制御機序
への理解へ向けて
中山彩子 音楽聴取による感動喚起－歌詞とイメージの効
果－
生形侑香 音楽経験のない者による即興的打楽器演奏を用い
た感情コミュニケーション－対面・非対面演奏条件におけ
る聴取者効果の検討－
田中良樹 自己開示の不適応場面における感情と対処，およ
び既有自己概念への影響
長井拓実 対人恐怖心性と自己意識ならびに対人信頼感の関
係性について－質問紙法とロールシャッハ・テストを用い
て－
平野遥 雨中人物画における解釈と描き手のストレス認知状
況
宮地亮佑 きょうだい間における性格の相補性の検討
坂入美嘉 事前情報の解釈が行動記憶へ及ぼす影響
今井雅子 親の養育態度・回想の時期・自己愛傾向の関連に
ついて
二之宮信幸 生活充実度が他者軽視傾向および自尊感情に与
える影響
高藤真依 青少年の刺激希求性傾向と報酬，罰処理の関係性
後藤正樹 自尊感情の変動性および完全主義と親の期待との
関連について
河辺暁子 アダルト・チルドレンの視点から見たマイケル・
ジャクソンの生涯
石井陽菜 きょうだい間における自己愛傾向と甘えの関係に
ついて
原良子 ゼブラフィッシュ視運動反応における刺激依存性
草柳有沙 選別的利他戦略における相手選択に関わる要因の
検討
山下花緒 両耳分離聴による色聴共感覚の検討
出口智美 ビリー・ミリガンから見る解離性同一性障害
浅野祥平 摂食障害傾向における定量脳波分析
杉山和弘 ひきこもり傾向を規定するアパシー心理性格
高橋知穂 両耳分離聴課題実施時の刺激特徴への注意と脳活
動－脳血流反応と事象関連電位の同時計測による研究－
小林奈津美 Rubber Hand Illusionの内的要因の検討－RME
テストからみる共感能力との関連から－
今野健志 コラージュの素材と性格特性の関連
白濱孝章 地域環境と犯罪の関係性－割れ窓理論の実証およ
び犯罪予測－
齋藤公誉 対人恐怖心性と自己意識ならびに対人信頼感の関
係性について－質問紙とロールシャッハ・テストを用い
て－
塩川沙希 対人恐怖心性と自己愛傾向の対人ストレス認知特
性と対人ストレスコーピング
鈴木良美 青年期におけるブランド志向に関する研究－友人
関係及び自尊感情に着目して－
中嶋夕湖 社会的文脈における自尊感情の変動因に関する研
究：特性・状態自尊感情の関連メカニズムの理解
伊藤唯海 枠づけ効果の実証的研究－自由画を利用して－
秋保亮太 集団の生産性と凝集性に至るチームワーク生起過
程モデルの検討
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吉田拓真 D３受容部分作動薬を用いた衝動制御障害の発現
機序に関する研究
戸敷啓武 音楽聴取パターンと性格特性の関連
大津留義朗 表情認知における文脈情報による促進効果
大原佳子 大学生における箱庭表現の検討－学部専攻と Big
Five尺度の視点から－
Ⅵ．卒論優秀論文
提出された５３名のうち，中嶋夕湖さんが，優秀論文に選ば
れました。卒論の指導に当たった教員の名を併記し，讃えた
いと思います。
中嶋夕湖 指導教員：下斗米淳教授
Ⅶ．修士論文題目
平成２４年１月１２日に１３名が修士論文を提出し，１月２６日に
口述試験を受け，論文の審査が行われました。２月１４日に行
われました文学研究科委員会において，全員の合格が認めら
れました。
長畑萌 摂食障害傾向と注意の働きに関する研究
田邉香織 青年期における被援助志向性とその抑制要因に関
する探索的検討
山口美和子 対人依存性と視線方向判断の関連
比嘉温子 不登校経験の自己資源化 ―意味付けと乗り越え
過程から―
平嶋瑛子 養育における統制の所在に影響を及ぼす要因の探
索的検討
臼井なぎさ 恋人関係における IPV行動生起機序の検討
鈴木玄 注意の瞬きにおける妨害刺激の影響
島貫拓也 DRM手続きを用いた自己愛パーソナリティ傾向
と虚偽記憶の関連性の検討
村田航 親和動機および対人恐怖心性が孤独感に与える影響
大矢和佳子 セルフ・ディスクレパンシーによって考察する
大学生の内的キャリア形成 ―職務満足感、コンピテンス
を指標に―
加藤久典 対処的悲観性の精神的健康に関する検討
高崎翔太 一次予防的カウンセリングスペースの探索的研究
―質的研究法を通して―
奥瀬竜哉 周囲空間におけるヒトの経路統合についての実験
的検討
南塚優子 道に迷う症状を呈する人への移動支援に関する研
究
室田尚哉 ラットの衝動的行動に対する抗パーキンソン病薬
とニコチンの効果
内山愛子 記憶障害と心理的・生理的ストレス反応に関する
研究
Ⅷ．心理学研究室構成員の消息
榎本玲子実習助手 ２０１１年４月入職
小川さや夏実習助手 ２０１１年３月退職
70
